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凍った心を溶かす言葉
愛媛・山之内　珠寿
　「ありがとう。」この五文字の言葉だけで救われる人がどれくらいいるだろう。
　私は今、吹奏楽部の部長を務めている。部長というのは、皆の力が十分に発揮できるよう皆の心を一つにまとめていく役目だ。目標達成に向けて日々の練習に一生懸命取り組みながら、皆を励ましたり、支えたりしなければならない。そのため、時には先生と部員との板挟みになることもある。
　ある日のことだ。緊張感のない練習態度に危機感をもった私は、自分も含めてもっと気を引き締めようと部員たちに呼び掛けた。コンクールまで日がない。こんなことでは金賞を取れるはずがない。私は必死だった。ところが、そんな私の思いはその時、残念ながら顧問の先生には伝わっていなかった。結局、私たちは全員、先生に怒られる羽目になった。

　怒っている先生の言葉を聞きながら、内心私は悔しかった。これまで、どんなに部のために頑張ってきたことか。練習やイベントのたびに、計画を立て、上手くいくように様々な工夫を凝らし、皆の士気を高めてきた。私なりに部長として精一杯働き、努力を重ねてきたつもりだった。しかし、その努力は報われない。まるで、自分が否定されているような気持ちになった。辛かった。先生の言葉が遠くに聞こえる。「部活を辞めたい。」と本気で思った。
　その日、家に帰って爆発しそうな自分の気持ちを母に思いっ切りぶつけた。私の話を黙って聞いていた母は一言、「明日先生と話してくるからね。」と言った。傍で聞いていた父や兄も「何も悪くないよ。皆、あなたの味方だから。」と励ましてくれた。消えかけていた自分の存在が認められたようで涙が出た。

　翌日、母が先生から伺ってきた話を聞いて、私と先生との間にちょっとした誤解があったことを知った。先生の私たちに対する思いも分かり、気分がすっきりした。それからというもの毎日笑顔で部活に行くことができている。そして、先生からもたくさんの「ありがとう」という言葉をいただけるようになった。

　私のためにわざわざ先生のもとまで足を運んでくれた母に、「ありがとう。」と伝えると、「あなたがいつも一生懸命頑張っているから先生との誤解を解こうと思ったんだよ。もし、あなたがいい加減に取り組んでいたら、こんなことはしないよ。」と言われた。「私の努力は報われていなくなんかない。いつも近くでちゃんと見守ってくれている人がいるんだ。」そう思い、悩んでいた私の気持ちに寄り添ってくれた家族に心から感謝した。また、母を通して間接的にぶつけることになった私の感情を、きちんと受けとめてくださった先生にも、申し訳なく思うとともに、感謝の気持ちでいっぱいだ。
　今回私が経験したことは、他の人から見ればそれぐらいのことかと思うかもしれない。けれども、自分を認めてくれる一言があるというのは、自己の存在証明につながる大きな力となる。犯罪を犯した人たちの中にも、一度でもいいから自分を認めてくれる一言があれば、犯行を思いとどまった人がいたかもしれない。誰からも認められず、どこにも自分の居場所がなく、凍ってしまった孤独な心を溶かすことができるのは、思いやりのある温かい言葉だ。人から褒められたり、「ありがとう」と感謝されたりする経験は、たとえそれがささやかなものであったとしても、とても大きな心の支えになることがある。犯罪を犯したり、非行に走ったりする理由の一つに、誰からも認められない、自分の存在がどこにもない、ということがある。相手を思う温かい言葉を掛けられた経験が多ければ多いほど、人を労り、思いやる心が育つのだろう。

　私はこの経験を通して、感謝や賞賛の言葉がどれほど大きな力をもつかを知った。だからこそ、これからは「すごいな」「いいな」と思うことがあれば、ためらうことなく言葉にしようと思う。そして、どんなことにも感謝し、「ありがとう」を伝えたい。何気ない一言が相手の心を温かくする。そんな輪が周りに広がっていけば、人を傷つける行為の芽を摘んでいくことができるかもしれない。小さなきっかけで、もしかしたらその人の人生を良い方向に向けることができるかもしれない。

　これからも、毎日のちょっとした気付きと温かい言葉掛けと、「ありがとう」の言葉を、周りにいっぱい届けながら私自身も幸せを感じていきたいと思う。
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